
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム悠々

目標達成計画 作成日：　令和　4 年　　10月　　3日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1
43
55

生活空間が施設内に限られるため
体力の低下から日常生活動作の後
退がみられる。

余暇時間を使用し定期的に運動を
行い体力維持に努める。

数種類の運動メニューを作成しそれら
を組み合わせ、午後の余暇時間に毎
日20～30分実施する。

３ヶ月

2
18
19

利用者様の介護サービス内容は管
理者等から指導を受け共有している
が、個々の求めるサービス内容を理
解し意識の平準化を図る。

「施設介護サービス計画書」から求
められる介護サービスを理解し実
践する。

「施設介護サービス計画書(写)」を介
護記録簿に添付する。

3ヶ月

3 42 ご本人だけでは口腔ケア及び髭剃り
が難しい、

口腔ケアは毎食後、髭剃りは起床
後スタッフが仕上げをする。

「仕上げ磨き表」「髭剃り表」を作成しス
タッフが確認仕上げをする。

1ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


